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T2-DNA と洗浄リボソームとのあいだに RNA ポリメラーゼ依存の複合体形成がみられ， RNA 
合成のあるとき，ないときにかかわらず， translation factor の添加により更に多くの T2-DNA の
リボソームへの binding (結合)がみられた。しかしながら， RNA ポリメラーゼが除去された混合
液では，たとえ translation factor が存在しても， T2-DNA の洗浄リボソームへの結合がみられな
いこと， translation factor は洗浄リボソームの存在で T2-DNA 依存 RNA 合成活性を増大さす，
乙の活性増大に対応する complex (複合体)の増大がみられる。
T2-DNA 依存蛋白合成活性もまた factor の添加で上昇する。 乙の活性の上昇も T2-DNA のリ
ボソームとの複合体形成量の増大に対応している O
RNA 合成を祖害した条件では，複合体形成の減少がみられるが， RNA ポリメラーゼ除去の条件
では更に著しい複合体形成量の低下がえられる。
以上の結果より RNA ポリメラーゼに依存した T2-DNA のリボソームへの結合があることがわか
ったが，との結合の形式が RNA 合成の存在するときの複合体の形式と同一である保証はないが，い
ずれの場合も translation factor が T2-DNA のリボソームへの結合量を増加さすことから，この
factor はリボソームに反応してリボソームの構造を変化させる乙とで， リボソームの吸着性をより増
加さすかも知れない乙とを推論した。また，この乙とは， リボソームの nascent RNA への結合にな
んらかの寄与をするかも知れないこともあわせて推論した。
論文の審査結果の要旨




著者はすでにこの RNA 重合酵素が Chamberlin-Berg の方法で調製される酵素と同じ性質をも
ち，塩濃度によってリボソームから解離， ì..た結合させることができるなどの点を明らかにしている
が， リボソームと伝令 RNA あるいは DNA-RNA 雑種とのあいだにコンプレクス形成がたしかめら
れている以上， リボソームと DNA とのコンプレクス形成に乙の酵素が重要な役割をもつにちがいな
いとの予想をもってつぎの実験を行なった。
すなわち，ファージ Tz の DNA と洗浄リボソームとともに， RNA 重合酵素，さらに Revel-Gros
が分離したいわゆる translation factor を加えると，コンプレクス形成量はしだいに増加の傾向を示
すが，とくに RNA 重合酵素を欠くばあいは，たとえ translation factor があってもコンプレクス
形成は対照のレベノレにとどまることがわかった。また T2-DNA に依存する RNA 合成，さらにタン
パク合成の条件をあたえて実験を行なった結果， これら合成の活性がコンプレクス形成量の増加に対
応して増大することを明らかにした。
著者は以上の実験結果から， RNA 合成にあずかる RNA 重合酵素は DNA とリボソームとの結
合にも積極的な役割をはたすもので， translation factor は単にリボソームの吸着性を増すような間
接的影響をあたえるのであろうと考察している口
著者の研究はリボソームにおける生合成の機序のうえで RNA 重合酵素の役割について新らしい知
見を加えたもので，参考論文も考えあわせて理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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